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捌
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)

京
、
椅
東
海
堂
太\阪
盛
す
撕
备
衣
0
厘
野
0
店
.其

龍

、•— 丨•為

田

學

會

雜

誌

第
十

翁

第
十

R0II

：

說丨

サ

丨

•
冲^-
ア

：
.
ム
'
。
。
へ

チ

.

ィ

の

國

富

論

'
.

(

下)

尚

橋

誠

郧

.

.

.
勢
働
：
 ̂{

是
に
國
富
の

^

た
る
^ )

:

•の
な

b
。
.
然
れ
ど
も
吾
人
は
勞
働
.力
の
使
用
に
ニ

途
あ
る 

こ
と
を
記
憶
ぜ
ざ
る
可
ら

.ず

.0
即
ち
一
は

「

地
.方
的
の
富

0

爲
め
，に
使
用
せ
 

ら
.る
、
も
の
に
し 

て
，他
は

「
1

般
的
の
富

」

に
對
す
る
も
の

s
‘t

 

P
e
t
t
y

は
前

' 
卷
に
由

P

て
へ
愛
蘭
土
の
例
に
就
%
現 

今

使
用
せ
ら
れ
つ

，
あ
る
豚
檻

.的

小
屋
に

代

.る

可
&:
«
.濠
を

_
 
^

し
^

垣
を
以
て
園
ま
れ

、
®
 

筒
、門
戶
、窓

.靡
、華
则
及
び
果
園
を
有
す
る
小
石

.壁
' 
の
，家
星
の
建
築
、果

.
'樹
及
び
各
土
地
の
境
.界
線

.
第
卞
一
卷

(

一
三
九
五

)

論

m

サ—

0ヰ
V
ア
ム
*八
チ
ィ
の
國
镇
論

 

辦
十

.一

號

、

一



槳

十

一

卷

C

H
九
六)

論

說

サ

ー

ふ

リ

ア

ム

*
ペ
チ
ィ
の
國
窩
論 

第

十

一

城

•
. 

ニ

上
に
於
け
る
贝
材
樹

0 -
栽
秫
、共
用
地
の
園

_

oublin..

市
の
築
堡
、太
守
新
殿
の
造
營
、同
市
に
於 

け
る
船
舶
榄
型
の
製
造
、河
川
及
び
道
路
の
改
修
、寺
院
の
，

a

興
雄
に
各
雛
.土
場
の
設
立
を
意
味 

し
、
#
孝
に
由

^；9
 

»
運
.及
び
牟
毛
、大
麻
、亜
麻
、生
皮
等
縣
原
料

0:
_

產
、並
：に
其
の
精
製
に
對
す 

る

i :
の
を
認

.め
た

5
.. 

(

H'
h
e
-

Political 

A
n
a
t
o
m
y

 

of :Ire

'rd
.

十
四

J

五
頁

)

。
而
し
て

「

交
易
窮

S

の
大

目
的
ば
、富
の

全

般

に
非
ず
、而

.も
、特
に
他
貨
物
の

^

く
.消
滅
し

.得
可
く
、變
化
し
易
き
も

0 '
に
非 

ず
し
て
、如
何
な
る
時
、如
何
な
る
場
所
に
於
て
も
富

^

る
可

&
,龈
、金
..及
び
珠
玉
の
璺
富
な
る
に 

あ
ぅ
。

然
る
に
菊
萄

«

穀
物
、家
禽
、肉
類
等
の
豐
食
な
る
は
單
に
：今
の

*:
所
及
び
今

e>
.時
に
於 

て
富
た
る
に

®

ぎ
ず
。
故
に
斯
く
の
如
き
貨
物
の
生
產
及
び
金

—

玉
等
を
.國
家
に
供
給
す 

可
き
交

易

に
‘從
事

す
る
は
何

#

ょ
.P

も
先
づ

有
利
な
：る
も

.

.

.
の，な
ぅ
。
然
る
に
海
員
の

勞
働

及
. 

び
船
舶
の
運
賃
は

®

に
輸
出
貨
物
の
性
質
を
有
す
る
も
の
に
し
て
®
入
せ
ら
れ
穴
る
物
以
上 

に
出
で
た
る
其
餘
刺
は
國
內
、に
货
盤
の

.類
を
齎
す
も
の
な

.り」

と
論
じ
た

APOIiticai 

A
rithmetick 

十

八
I

九

玛

尙

ぼ

胸

書

八

十±

頁

を

參

照

す

对

し

)
。

.

P
e
t
t
y

は
嘗
七
國
民
の
ヾ
富
が
過
去
の
勞
働
の
結
果
た
る
を
明
確
に
認
識
し
た
る
に
枸
ら
ず 

(verbuhl 

s
a

-lnti

九
：頁

)

今
"斯
く
永
緻
的
財
貨
.の
生
產

に

«

用

.せ
£
れ

た
る

，勞

働

に

對

し

て

#

a

の
礙

®

を
認
め
た
る
所
以
の
も
の
汰
全
く
政
治
的
見
地
又

h

來
る
な
う
。
彼
れ
ば
常
に
强
大 

な
る

’國
家
を
揭
迎
し
て
止
咬
ざ
う
き
。
吾
人
は
是
に
も

亦
、彼
れ
に
及
せ
る

l
i
o
b
b
e
s

の
感
化
の 

蓊
大
な

る

.を
惟
は
ざ
る

^

得
ず
？
彼
れ
が

Treatise 

. 

o
f

 

T
a
x
e
s
;

?:
繙
'く
者
.は
愛
に
國
家
の
職
能 

R

關
す
る
彼
れ

'の
思
想
を

#

む
る
を
得
可
し
。
彼
.れ
は
國
家
の
權
カ
に
對
し
て
最
も
廣
汎
な 

る
解
释
を
與
へ
た
う
。
國
家
の
予
涉
に
對
し
て
は
何
，等
の
限
界
存
す
る
こ
と
な
し
。
敎
育
に 

於
て
宗
敫
に
於
て
，を

®
.普
ぐ
個
人
の
上
に
優
越
す

(

嫌
.書
第
二
章
參
照

)

。

S

民
は
之
に
對
し
て 

全
然
從
馬
的

.の
'地
位
に

•立V

 

b

o
國
家
が
人

K

を

®

す
る
に
賢
明
な
る
政
’策
を
以
て
せ
ざ
る 

可
.ら
ぎ
る
は
、前
潘
の
繁
榮
.が
後
潘
の
を
れ
に
依
賴

 >
,

る
が
故

M

う
。
各
個
人
の

.尊
む
可
き
は
、
 

彼
れ

•等
.
.が
國
ま
を
禽
强
な
ら
し
む
可
き
勞
働

.力
の
一
定
部
夯
を
代
表
す

.る
が
爲
め
な

6
。
國 

'家
は
這

«

の
浩
動
力
を
掼
傷
：せ
、ざ
る
が
爲
め
に
周
到
な
る

.注
意
を

'要
す
。

.
而
も
、を
は
同
時
に 

自
個
に
對
す
..
る
其

0
人
民

0

勞
働
の
利
益
を
確
保
す

'る

が
爲
め

^
、之
：に
對

.ひ
て
干
涉
ず
る
，の

. 

權
能
を
有
す
る
な

P

O
彼
れ
は
其
の

0

邦
.の
國
民
に
對
し
て

、
■ 
く
爻
で
英
自
民
の
權
力
を
强 

大
.な
ら
し
め
、而
し
て
之

fc
^
fe
ら
ゆ

^

可
能
な

.
る
攻

'擊
.の
上
に
起
越
せ
し
，め
ざ
る
可
ら

t

ビ
な 

せ
り
。

<
卩
cr
旨

Sapienti

ノ
に
於
て
課

!

に
於
け
る
錯
觀
の
原
因
を
翁
へ
添
六
章

)

、關
桃
、人
頭
税

•

,

奶

十

ー

怨(一

三
九
七)

論

說
 

'サ
ー
。4
リ
ア
ムi

チ

ィ

の

國

常

論

、

第
十

一

號 

.三
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一
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九
，八

)

.

.
' 

.

論
.

.說
' 

サ
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。
牛
.
”
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K
.

ム 
0.べ.：
チ
ィ0 .
1
富
論
-

.

J5
.卜1. 號

. 

す

画
內
消
戡
税
煙
突
税
地
租
及
び
動
產
桃
に
瞵
從
せ
る
附
屬
的

.利

益

を

擧

、げ

(

第
七

_

、海
陸

g

及
. 

び
衛
戍
の

.秦
丹

.を

.述

.べ(

第

八

章)

和
蘭

.ミ
0

戰
？#

に
際
し
て

M

課
せ
ー(

&

る
.
可
&

非

常

特

別

，の

負 

擔
に

.：對
し

' て
、人
心
を
鎭
靜
せ
し
む
可
き

' 諸
般
の

' 理
由

?:
'提
言
，し

.

.た

.
る
'
:彼
れ
は

(

第
九

'章)

、&

後

%

 

至
つ

.
て
人
民
を
俾
用
す
可
き
方
法
及
び
其
の

.目
的
を

0

じ(

第
十

.章)

、
®:
人
は
國
外
よ

.
6
貨
幣
を 

讓
受
取
得
す
可

&

貨
物
の
生
產
に
努
め
ざ
る
可
ら
ず
、何
る
あ
れ
ば
仑
は
ぁ
6
ゆ
る
か
に
^
て 

_

內
又
は
他
の
地
方
よ
：

P

し
て
吾
人
の

.如
何

S

る
要
求
を
も
充
足
せ
し
む
可
き
が
故
な

b
o
. 

是
內
國
貨
物

0 ,
蓄
M

に
依
り
て
成
就
し
得
ざ
る

.所
の
も
の
な

b
。內
國
貨
物
の
價

S

は
單
に
今 

の
場
所
及
び
今
の
時
に
於
け
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、一
時
的
の
も
の
と
稱
せ
ら
る
：可
き
な
6
。
然 

も
®

人
は
何
時
の

.
Hか
能

.
C
這
般
の
大
努
力
よ

-ov 

0

息
：し

.■得
可
き

,
v̂

.

o
答
へ

‘て
田
く
、是
、©
人 

が
^

し
く
翁
術
的
及
び
幾
何
的
割
合
に
於
て

(

縱
令
僅

.少
な

-

O
v

と
雖

i)

、吾
ん
の
隣
邦
の
如
何
な 

る
も
の

r 

i
も
、確
然
多
額
の
貨
幣
を
有
，し
た
る
啤
即
ち
吾
入
が
豫
め
彼
れ
等
よ
6
も
以
上
の 

年
月
に
對
す
る
準
備
と
、而
し
て
彼

.れ
等
よ
ぅ
も

.以
上

‘
.の：規
在
の
貨
財
を
有
し

^

る
時
な
;̂

」

と 

主
張
せ

A

同
書

1
1

十
三

一

四
頁

)a

彼
れ
は
恒
に
這
個
の
厭
則

?:
ぁ
ら
ゆ
る
種
類
の
活
動
に

'1 

用

.^
て
^

る
^

と
な
か
6

§

。
彼

-n
は，必
ず
先
づ

' 
斯
く
 

の
勞
働
が
王
國

!:
■
富
し
^
る
省

i
i太

(L

の
あ
る
や
否
や
を
問
へ
る
衣
り
。

.
公
用

‘
の
爲
め
に
貨
傲
を
取
得
焚
ん
ビ
せ
ば
、須
.く

 

$

W

) 

人
设
に
對
す
る
食
料
及
び
必
要
品
を
少
數
の
：手
に
由
6
て

.生
產
せ
ざ
る
可
6
ず
、而
し
て
之
。
 

可
能
な

ら
-
V

む
る
が
爲
め
に
は
、彼
れ
等
は
從
前
ょ

h

も
烈
し
く
勞
働
す
る
か

^

ら
ざ
れ
ば

 ̂

利
改
取
の
力
，沒
を

ii
せ
さ

‘る
可
ら

-ず(

是
®

ら
く
は
彼
れ
の
許

«.
せ
る

.有
用
書
の
要
济
、及

/ 

_ 

のH
istory 

o
f

 

I
 illiberal 

E
 l

h
a
n
i
q
u
e
.

を
喈
示
せ
る
も
の
な
る
可
し

)

。
是
、實
に
出
、
が

«
> 

R

ー
丈
多
妻
の
卿
度
に

1&
6

て
期
待
す
る
所
ど
等
し
き
結
果
を
齋
す
可
し
。

即

ち

|

、

に
，
 

V

五
人
の
仕
事
を
行
ふ
を
得
可
し
ビ
せ
ば
四
人
の
成
年
勞

.働
者
を
産
む
に
等
し
き
效
朵
あ
，
 

可
け
れ
ば
な

A

同
書
ニ
十
二
頁

)

。
 

：

I

は
痛
切
に
人
口
，增

1加
の
必
要
を
威
じ

、
®
 

以̂
て
國
家
繁
榮
の
最
も
確
實
な
る
章
微

ノ
 

看
做
せ
る
も
、然
も
、之
ビ
相
並
ん
で
勞
働
の
效
程
及

.び
生
産
力
雄
に
天
然
の
資
源
の
增
加
を

,ni
t 

す
る
乙

ビ
?:
認
め
た

り
。

吾
人
は
被
に
愛
蘭
土
に
關
す
る
彼
れ
が
智
識
の
影
響
を
想
は
ざ
，
 

を
得
ず
？

斯
く
て
彼
れ
は
時
流
の
俗
論
の
上
に
卓
出
し
て
、一
國
に
し
て
觸
土
少
な
く
且
つ
ん 

ロ
大
な
ら
ず
ビ
す
る
も

'其
の
地
位
、贸
易
及
び
政
策
に
依
々
て
、遙

.か
に
之
ょ
&
名
大
な
る
人
ロ 

及
び
領
土
を
有
す
る
も
の
ど
此
の
當
强
の
點
に
於
て
優
劣
な

,

を
#
可
き
冬
の
な
彳
ビ
做
ル

• 

-
C
-
1
I

您
こ
三
プ
ブ

)

論

•骱
サ

I
•年
V
T
ム
0ンチィの

^
常I

I

'.'

-.,
,

第平，|

鱗
ん

^

鬼
：

：
'
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十

.
1怨
、

_
四
.
0〇)

：バ
論

.

.說：■

サ
.
1ヰ
リ
.ア
<
9
-八チ
ィ
の

®

®

^

第
十一

锁
. 

六
.

& (
hjoliticai 

Arithmetick.

一
 

厨)

。
彼
れ
は
ー
人
の
人
が

3 6

の
技
術
に
依
ぅ
て
數
人
に
等
し
&
效 

果
を
擧
げ
得
る

-

同
じ
く
、

！

M

の
土
地
も
其
の
改
輿
に
由

i

て
.數
飙
に

' 
匹
敵
し
得
る
こ
ビ
を 

說
け

A

同
書
一

—

一
意

9

彼
れ
：は
特
に
ー
交
通
業
の
進
步
が
此
の

/目
的

.に
資

.す
る
こ

k

犬
な
る

. 

可
&

を
信
じ

*

&
。
.
彼
れ
は
農
夫
、

«

員
、英

*

x
匠
及
び
商

‘員
を
双
で
國
家
の
支

t
t 

a 

6ビ
稱 

し
、あ
ら
ゆ
る
他
の
大
な
る
職
業
を
»
て
此
れ
等
の
も
の
ゝ
處
弱
及
び
失
敗
よ
ぅ
生
じ
た
る
も 

の
な
り

w

倣

せ

雖

も

、然
も
、海
員
を
以
て
此
れ
等
四
者
中
の
三

5:
0

ぬ
る
も
の
な

.

o
v

ビ
說 

き
、「

動
勉
に
し
て
機
敏
な
る
、あ
ら
ゆ
る
海
員
は
管
に
航
海
者

/2
る
の

-み
な
ら
す
、同
時
に
商
、
ユ
 

し
て

•且
つ
兵
士
な

i
J
V
J

推
賞
せ
ヶ
。

英
蘭
土

 H

於
て

' 
は
農
先
は

一

迴
四
志
を
得
る
に
過
ぎ
ざ 

る
K

海
員
は
十
二
志
の
勞
銀
を
受
く

(
同
.書
十
七
頁

)

。
一
人
の
海
員
は
實
に
三
人
の
農
*
に
和 

當
す
。
和
蘭
は
其
の
土
地
を
穀
物
耕
作
及
び
家

.
*養
殖
に
充
當
す
る
こ
と
極
め
て
也
ノ
な
く

、
^
 

屋
、船
舶

«|
_

s
陂
、波
，止

®
、遊

B1
•珍
異
な
る
花
丼
及
び
果
樹
を
以

y

之
を
收
善
し
.且
つ
之
を
以 

て
，諸
般
の
有
利
な
る
製
造

.
'品
の
基
礎
た
ら
し

.む
る
を
以
て
、最
も
模
範
的
の
國

.家
な

A

ft
i
l書
ナ 

八
頁

)

。
彼
れ
等
は
其
の
手
を
牧
平
灌
た
る
古
昔
族
長
時

' 代
の
職
業
よ

i

脱
し
、而
し
て
又
大
部 

分
穀
物
耕
作
の
業
よ
ぅ

も

免
る
、
を
得
て
、之
ノ
を
丁
抹
人
及

.び
波
蘭
土

人

に
委
し
、
以
て
彼
れ
等

ょ

植

と

*c
物

と

取

^

す
る

s 

す
る
時
は
：狒
耘
の
業
、減
退
す
可
く
、或 

ざ
る
可

ら

ざ
'
,る

，の
事
實

5r
注
意
す
る 

る
に
及
び
て
苒
び
之
を
說
く

乙

^
あ 

る
英
蘭
土
.農
民
の
全
部
が
悉
く
エ
匠 

ら
る

'
>
の
常
な

.る
を
以
て
是
決

.L

.て
 

る
利
翁
と
謂
は
ざ
る
可
ら

す
o

斯
く

 

農
業
の
狀
飽
を
變
せ
ざ
る
外

國
ょ

6 

四
質

)

。

以
上
の
所
論
に
據

6

て
明
か
な
る 

同
じ
く
、和
蘭
に
對
し
て
轉
美
的
,
蓮

9 

' 

.
而
し
て

「

愛
に
吾
：人
は
商

.

及
：び
精
巧
な
る
技
術
：進
衆 

は
又
、農
夫
の
勞
銀
增

..加，
し
、
而
し
て
必
然
地
代
は
下
落
せ 

を
得
可
し
/吾
人
は
後
項
に
军
り
、地
代
及
び
勞
鈒
を
論
ず 

る
可
し

9

«
し
規
今

|

日
八
片
內
外
を
得
る
に
過
ぎ
ざ 

ぐ

J

爲
ぅ
て

、f

日
十
六
片

(1

一志
.乃
至
ニ
 j

志
六
片
を
給

.與
せ
.，
 

大
な

^

勞
銀
に
あ
ら
ず

¥

收
受

.1
:
る「

に
至
ら
ば
著
大
な 

て
穀
物
と
家
菩
と
は
、宛
も
和
蘭
に
對
す
る
が
如
く
、ぬ
ほ 

輸

入

せ

ら

る

>を
得
可
し

 >」

主
張
せ

1

同

書

三

十

一

一

—

が
如
く

身
も
亦
穴
巴

I
客
g
o
Pu
及
び

等
ミ

を
感
じ
た
る
者
の
！
人
な
纟

(
w
i
l
E
e
l
m

 

R
o
s
c
h
e
r

著

D
i
e

 

G
e
schich

ff. 

der 

N
a
t
i
o
n
a
l
6
k
o
n
o
m
i
k

 in 

D
s
t
c
h
l
a
n
d
,

一
 

千
八
百
七
十

^

年
扳
一
一

：
百一一十
 

b 
頁
を
比
 

^
 

せ
ょ

)

。
一
千

六

百
六

十
風
年
彼
れ
は

oollection 

o
f

 the 

Frugalities: 

o
f 

H
o
l
l
a
n
d.

を
草
し

'
/e
る
の
み 

な
ら
ず

(

此
の
書
は

.海
上
に
：於
て
失
は
れ
左
上
、和
爾
に
於
て
實
施
せ
ら
れ

0

、
あ
る
種
々
な
る

:

:第
十
.ー
卷
.
.：2
.四
〇
ー

)

.

.論

：
.説
，

サ.
i

ヰ
！？

ア
ム
，
ぺ
チ
ィ
0
:國
窩
論
 

第
十
一
號 

七



ダ
1

卷

ニ

卫

.0
ニ)

論

說

サ

—

0キ
ガ
ア
ム
*八
チ
ィ
の
國
窝
論

 

站
卜
ー
號
 

I

制
度
文

.：物
そ
適
國
に
採
用
せ
ん
こ

€

を
«

復
勸
吿
せ

-:
:
!

)

6今

其

の

こ

例

を

擧

，ぐ

れ

ばH

I

O
 

p
f

トaxes..'
纪

九
im
g

に

見

れ

左

る

同

國

.の

登

記

制

摩
及
び
金
融
機
關
誘
入
の
議
の
如
&
は
ぁ 

ら
ゅ
る
和
爾
模
倣
者
の
間
に
共
通

f

し

.も
の
な
り
、一

.
千

A

百
.
五
十
七
年

版
‘
 

H

I

3

 

der -K. 

s

l

f

 

0

1

0

1
 

d
e

l
!

c

f
第

I

一一，卷

.中
に
合
；卷
せ
ら
れ

*

る
W

.

O

I著
i

r
 

i
c
h
t
e

.aes.engils

/oh
e
n

 .voikswirthsc

;Erftslellre 

i
m

M
6
, 

u
n
d

 

17、
J
a
h
r
h
u
R
e
r
t
.

.六
十
三
頁
參
照

)

、第
七
十

T£ 

頁
並
に

.

P
l
c
a
l

 

A

l

l
第
二
十
頁
ょ
う
、恰
も
纖

R

引
用
せ
る
三
十
ニ
頁
に
至
る
所
言
の
如 

■'
&

是

'、
然
れ
！
名
同
書
第
十
六
頁
の
所
說
に
徵
し
て
稽
ふ
る
化
、彼
れ
は
當
時
の
和
蘭
に 

藥
す
る
ゼ

’

が
多
少
誇
張
せ
ら
れ
つ

 

> 

あ
う
し
を
觀
じ

^

る
も
の

S

如
く
、而
し
て
英
國
民
が 

f

に
其
の

®

究
を

•怠

.ゐ

可

ら

ざ

る

所

の

も

の

は

和

蘭

ょ
6

も
、
寧
ろ
怫
蘭
西
な
る
可
し
ビ
の
信 

念
は
顯
然

.ビ
し

.

V

彼
れ
‘の
上
に
生
育
し
來
り
し

s
p
o
. 

(

J
Oぎ
内

&
3
 

著

> 

l

o

g
 

o
f 

l
e
a
l

 

e
c
o
n
l
:
l
'

千

A

百
九
十
三
年
版
四
十
こ
頁
參

i

。，
一 

千
六
百
六
十
二
年
の
彼
れ
が 

Treatise 

o
f

 

H

i
に
在

^

て
は
、和
蘭
の
制
度
は
英
國
の
模
倣
す
可
き
典
範
ビ
し
て
看
做
さ
れ 

 ̂

A

V此
の
鼙
中

^

於
て
彼
れ
が
擧
示
し
左
る
唯

}
の
佛
國
秘
制
は
鹽
税
に
し
て
、を
れ
さ
へ 

彼
れ
ヵ
是

a

せ
ざ
う
し
所
の
も
の
な
支
同
書
五

+

四
胃

及

び
六
十

H

B

O

一
 

千
六
酉
七
卜
ふ
、

!
.

1
霧
I
1

.
年
の

w
o
g
n
a
-
A
r
i
t
h
m
e
t
i
c
k
.

に
於
て
和
蘭
は
猶
ほ
第

.一.位
を
占
ひ
る
と
雖

も

、
然

も
パ

C
は

單

R

#

. 

0

.西

.に
酸
し
て
實
現
せ
ら
る
可

&

英
國
の
優
越

%

主
張
す
可
&
主
た
る
論
旨
を
假
記
す
る
の 

ロ
實

it
供
せ

ら
れ

炎
る
の
み
。

一
千
六

0
八
十
七
年
の

a

s Es
s
a
y
s

 

in P

卷

icai Arithmetick, 

viz. 

L

 

ODJections 

f
r
o
m

 

the 

Q
t
y

 

of i
^
/

 

in 

a
n
d

 

f
r
o
m

 

M

i

” 

Auzout, 

against 

t
w
o

 

f
o
r
m
e
r

 
E
S
S
J

 

f
 

as 

m
a
n
y

 People as 

Paris, 

R
o
m
e

 

a
n
d

 R
o
u
e
n

 

f
 

together. 

I
L

 A
 c

o
m
-

 
parison 

b
e
t
w
e
e
n

 

z
§
f 

s
d 

&

冬 in 

1
4 particulars, 

H
I
.

 

prQofk that 

終 L
o
ndon, 

within its 

1
3
4

 

p
a
l
e
s

 

n
a
m
e
d

 

m

 the 

Bills 

o
f

 Mortality, there 

H
v
e

 

a
b
o
u
t

 6
9
6

 

t
ho
u
s
a
n
d peQple. I

W

 A
n

 

estimate 

of the 

P
e
o
p
l
e 

L01 .ldony 

payisv 

A
m
s
i
e
i

 d
a
m
)

<l
en%c.ey R

o
m
e
,

u
s
l
i
ifBrisioll 2 sl̂

_R.OU 

ル

n) 

■ 

wi
t
h 

■ 

several 

observations 

u
p
o
n

 

the 

same. 

V
.

 

c
o
r
h
l
n
g

 

H
o
l
l
a
n
d

 a
n
d

 the 

rest 

of the 

V
I
I

 

家

W

 p
r
o
v
i
n
c
e
s
,
(

本
書
は
各

s

立

の
頁

&

^
嗍
ff
文

を

以
て

«L
-J
1

せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
佛
譯
は
題
し
て

O
B-
VQessays sur I

/
A
r
i

丨
 

thmetiqvie 

Politique.

と
云
ふ

。T
h
o
m
a
s

 

Birch 

の 

H
i
s
tory 

of the 

R
o
y
a
l

 

s
o
c
i
e
t
y
.

第
四

^

1

千
七
吉

玉
十
七
年
版
、五
苜

.十
三
、十

.六
'並
に
同
十
七

頁
.
.に
據

一る，に

p

身
は
同
協
會
の

.I'

千
六
百
八
十
六 

年
十
ニ
月
ニ

 

.十
二
：日
の
開
龠
に
，際
し

'て
、靈

.
'に
.
.，揭
げ

*

る
，其

Q
—

T
W
O

 .ESSays.

に
對
す
る
反

_

論 

^

關
し

.辨
妄
一
篇
を

.：革
し
、军
比
同

‘
.月
'1
:,ー

十

九

日

、
偷

敦

及

，
び

巴

里

の

大

さ

，に

'關
す
る
こ
手
.錄
を

タT

 .1

卷

(

|
历
〇
三

〉

蘭

說

サ

ヰ

^
'ア
ム

0(

チ
ィ

0
國
富
.論
：
 

第
-！, 

一
^



饿
十一

卷

.(】

四
〇
四)

諭

說

サ
1
*牛
リ
ァ
ム

*
。4
チ
ィ
の
國
窩
論

笫
十I

號

交
.
^し

、
其

の

：
去

る

：
に
，
臨

，
み

て

.、之
を
出
版
す
可
き

'を
摄
賴

.せ

う

：
。.即

ち

：
同..年
十
：

f

月
■及
び

.十
二

' 

月
の
同
協
‘*
哲
學
議
事
錄
第
十
六
卷
、第
甘
八
十
五

.號
，1J

西

-—
.ニ
ナ
七
頁
以
下

——

所

«

の

>
. 

further Assertion 
o
f .'the 

Propositions 

concerning 

the

マMa
g
n
i
t
u
d
e
'

 &c. 

o
£

 

L
o
n
d
o
n
,

 

contained 

in t
w
o

 

E
s
s
a
y
s
’in 

Political 

A
r
i
t
h
m
e
t
i
c
k
; 

m
e
n
t
i
o
n
e
d

 

in?hiios. 

Transact. 

N
u
m
b
.

 

ICO
3 ; 

together 

w
ith 

p vindica

tion 

of t
r
s
a
i
4

 

E
s
s
a
y
s

 

f
r
o

.Bthe 

〇
bj,ections 

of s
o
m
b

 

L
e
a
r
n
e
d

 

Persons 

of the 

F
r
e
n
c
h

 

Nation) 

b
y

 

s
r

 

W
.

 

Pettx 

Kflt. 

R
.

 

S. 

s
,

是
な

P

O

本
書
の
第
ー
に
印
刷
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
大
體
に
冷
.て
此 

の
.第

1.

手
條

.ビ

.同

1

に

し

て

、
第

：
ニ

手

®

は
、第
四
論
の
論
旨

V
J

■異
る
所
な
き
；な
う
。

次
で
®
年 

1

月
五
日
の
開
會
に
際
し
、军
に

>
a
r
i
e
n
.
A
u
z
g
t

の
批
難
に
答
へ
左
る
三

S&
稿
を
拿
し
た
る
な

b) 

に
至
う
て
は
低
陸
聯
邦
は
公
然
第
二
位
に
貶
黜
せ
ら
れ

*

A
就
中
、其
の
第
五
論
、四
十
一
一

—

五 

十

一

貢
、同
國
の
人
口
に
關
す
る
所
論
を

參

照
す

可
し

)

。

而
.し
て
斯
く
.の
如

&

國
際
的

比
較
を
：
 

行
ふ
に
際
し

P
e
t
t
y

は
國
民
的
富
か
多
少
®
庫
の
收

入
と
異
る
も

の
あ-cv(POHt

B*aI 

Arithmetick. 

八
十
八

I

九

頁
の
所

言
' の
.如
S

是
な

5)

、而
し
て

目
家

に
對
し

«

耷

の
地
位

の
も
の
た
る
を

.
 

得
せ

b
。
然
れ
ど

も

彼
れ
は
全
然
其
の

議

論
の

發
出
し

た
る
官
房
學
的
意
見

ょ 
>
 
自
己

.を
分 

離
す
る
こ
能
は
ざ

6

き
。
而
し
て
常
に
土
地
、貨
物
及
び
人
民
の

_

然
た
る

' 財
政
上
の
也

^

l
l
i
l
l
l
g
i
i
f
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
a
l

を
#

に
重

®

視

し

て

，
變

ら
ざ
、

し

な
 

p (H
u
lr  

編 E
c
o
n
o
m
i
c
,

 w
r
i
t
i
n
g
w
d
l

 Sir W
.

 P
e
t
t
y
.

ts
言

，

bodii.)。

斯
く
て
彼
れ
は
其
の
統
計
的
矾
究
の
結
果
に
倚
ぅ
て
、英
國
の
盛
運
は
今
や
傾
け
り
と
慨

M 

し
つ
、

'あ
る
當
時
の
俗
論
に
對
し
强
硬
に
反
»
の
意
見
を
表
明
し

*

气

(
英
國
の

產

業

は 

Charles 

ニ

-a
:

の
狗
宇
に
於
て
奪
頌
し
つ
、
あ

^

と
の

'思
想
に

'關
し
て
は
前
揭

^
。2

。ぼ
1

著

Ges- 

chichte 

des 

e
n
g
H
s
c
h
e
n

 

v
o
i
k
s
w
i
r
t
h
s
c
h
a
f
t
s
k
h
r
e
.

七
十
四
頁
參
照

)

o Josiah 

Child 

が 

A

 

n
e
w

 

Discourse 
of 

T
r
a
d
e
.

の
序

文(

前
揭
第
四
版

X
X
.

似

.下)

中

に
揭
げ
た
る
露
西
亜
貿
易
以
下
衰
頹
せ
る
同
國
賀
易 

の
長
き

目

錄

は
.明

に

當

時

，
の

輿

論

を

反

映

す

る

も
の
に

.
し
で

(

本
書

の•出
版
は
頗
る
遞
れ
た
る 

も
^V

の
成
れ
る
は

一

可
六
西
六
十
九
年
以
前
な
る
可
し

)

、而
し

でS
a
m
.

 

F
o
i
t
r
e
y

がE
n
g
l
a
n
d
s

 

Inte

丨
 

rest a
n
d

 I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
,
^

に
英
國
は

0

0

,

0

ビ
の
資
易
に

' 曲
ぅ
て
少
く
ビ
も

|

ヶ
年
良
六
十
超

磅
を
損
失
し

0

、
あ
る
を
主
張
す
る
の
點
に
於
て
、前

.揭
版
ニ
十
五
頁

)

、̂
。驾

c
o
k
e

の
數
著

(

就 

中
其
の

.
>Treatise . W

h
e
r
e
i
n

 

is 

demonstrated. 

T
h
a
t

 

the 

c
h
u
r
c
h

 

a
n
d

 

state 

O
f

 

E
n
d
a
n
d

p
r
e in

” equal 

d
a
n
g
e
r

 W
i
t
h

 

the 

trade 

o
f it 

: 

Treatise 

L

 

R
e
a
s
o
n
s

 

of the 

increase 

o
f

 the D
u
t
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て
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献
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と
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r
d
,

 A
n
g
l

设ea
.

に
書
を
寄
せ
て
、當
時
の
消

M

を
.語
う
、皮
れ

が

目

.
下

何

.等

の

，私

情

、私

心

な

く

不

偏

不

黨

、獨

么

久

遠

の

：法

則

，と

眞

理

の

規
矩

I

從

七

」

I

 

tical 

A
'
n
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i
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叉
は
嬋
手
を
有
せ
ざ
る
琵
琶
紱

の
如
ぐ

な
れ
ば
な

☆

。

蓋

し

、
閣

下

ょ

、
セ

の
 

世
に
於
て
尙
ほ
吏
に
攻
修
せ
ら
る
可

&

政
治
的
算
術
及
び

‘幾
何
：學

.的
正

.
_
な
る
も
の
、
存
す 

る

ぁ
う
て

其
の
誤
謬
及
び
缺

ff
i

は
機

智
も

辯

術

も
.又
は

#

殊
'
.の
，
關
係
も
之
を

.

掩
，飾

す
る
以
上 

の
こ

ビ

を
爲
す
能
は
ず
、決
し

‘

て

之

?:
癒

.治
す

る
も

の

R

■あ
ら
ざ
.る
な

6」

云
々

と

說
き
て

彼
れ 

力
新
求
學
に

#

す
る

81
畫
の

一
端
を
被

.

涵
せ
う
。
然
れ

.

ど
.
.

も
彼
れ

M

:

斯
く
の

.

如
く

「

長
く
企

_

 

し
ブ
る
政
治
龄
歡
の
一
雛
形

」

と
稱
し
た
る

(political 

Arit
h
m
e
t
i
c
k
,

序
文

f

此

の
'窗

の
脫
稿
せ
ら
れ

/

/
正
れ
な
る
句
月
は
今
ょ

' う
之
を
推
知
す
る
に
；由
な
し
。

前

提

Coil'ection 

of 

Sir 

William: 

第1 

ー
-c
'

(
1
P
Q

七)

論

m

サ
-
ネ

”
ァ
ム

^

チ
ィ
ゆ
國̂,
^;
頌

ト

ー

號

一

三



餌
十i

潘

(

一四〇

八)

論

說

す

1
*牛
”
アム
t
へ
ナ
ィ
の
國
窩
論
 

第
十
一
號
 

一
四 

p
e
t
t
y
v
v
^
o
r
k
s

 

since 

t

r

y
ear 

163 6

•に
ば

j

节
六
西
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藏
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ず
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^
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な
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購 

土
‘は
其
の
各
地
點
何
れ
も
海
に
近
ぐ
、丑
ク
日
を
隆

®

を
來
し
ジ
；、
あ
る
新
大
陸
と
の
贸
易
に 

對
し
形
勝
な
る
地
位
を
占
め

た

ぅ
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p
o
l
M
c
a
l
^
a
a
t
i
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七
十
九
慕
。
同
國
の
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達
を
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ざ
る
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天
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の

^

き
ヵ

^

め
^

あ
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し
て
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品
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な
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蘭
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營
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簞
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又
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彼
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萬
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光
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...- 

加

^

て
國
家

0

大
'當
裕
を
：來

3

し
む

' る
に
至
る
可
し
ミ
主
張

.せ
；
1

同
書
八
十
三
頁

)

。

.

•Tletty,

は
素

i 

i
苟
，
»

&

¥

^

0

&

'

の
如
く

.徹
底
，せ
る
自
由
質
易

^

十 

I 

年
版

、Discourses 

u
p
o
n

 

Trade, principally directed 

to 

the'cases 

o
f 

the Interest, c
o
y
n
a
g
e
,

 d
i
p
p
i
n
g

 

Increase 

of M
o
n
e
y
.

'
參

照
。
本

著
主
張
の
大
綱
は
最
も
善
く
之
兔
實
易
上
に
於
て
は
全
世
界
は 

單
に

一

國
民
若
し
く
は
一
人
民
に
過
ぎ
す
、而
し
て
此
の
點
に
於
て

#

國
民
は
そ
れ
ぐ
_
宛
も 

各
個
人
の
如
し

」

云
.々

以
下
の
章
句
に
見
れ
た

.る
其
の
序
文

^

由
6

て
窺
知
す
る
を

_得
可
し
。
 

viii.;

頁
、以

.下)

。無
制
限
な
る
資
易
の
利
益
を
認
識
す
可
く
餘

6

に
當
時
の
マ
ー
力
ン
チ
.ジ
ス
ト 

の
思
想
に
感
染
す
る
所
大
な

6

し
な
り
。
之
が
爲
め
に
、彼
れ
は
時
々
自
由
貿
爲
の
問
墙
の 

論

議
を
囘
避
ム
例
へ
ば
直

白

的
に
航
海
倐
例
を
說
く
こ
マ

」

な
か
り
し
が
如
き

)

、而
し
て
旣
に
菩 

人
の
謂
へ
る
が
如
く
、金
銀
財
寶
が
富
の

ぁ
ら

.ゆ
る
他
の
，形
鶴
ょ

i

吃
擧
ま
.し
秦
も
の
な
る
こ 

と
を
虫
張
し
資
易
の

差
•额
及
び

±

が
檢
朿

の
政
策
を
云
々
す
る
點

;R
於
て
全
然
一
般
マ

I

力
 

ン
チ
リ
ス
ト
の

口
吻

ど
異
な
る
な
き
を
惟
は
し
む
.る
も
の
ぁ
石
な

4

9
虛

莫

、
彼X

の
诉

A

W 

大
®

に
於
て
交
易
良
由
の
政
策

^

傾
け
る
も
亦
、否
む
可
ら
ざ

：

る
事
實
な

A
。
皮
れ
は

Treatise 

of T
a
x
e
s。

に
於
て
、賀
易

^

對
し
て
自
然

^

反
す
る
施
設
を
行
は
ん
ビ
す
る
：の
非
な
る
を
說
き
、人 

爲
的
の
手
段
に
託
ぅ
て
輸
出
入

.を

.檢
束
し

^

し
く
は
貴
金

J®
の
»

入
を
«
加
せ
ん
ビ
試
む
る 

ょ

ぅ

は

、
，

っ

V
I

國

.
に對
す
石

輸
出
入
の
高
を
共

'
に
.
增
加
す
る

R

由
'公

て
國
：富
は

增

加

す

可

辩十ー餘
 

ニ
^
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(

一四ーニ

〕

論

訊

サ

1
.®
ヰ
”
ア
ムI

チ
ィ
の
國
富
論

 

第
十
ー
號 

一
八

き
も
.
の
深
p 

v
j

論
じ
、和
躕
の
エ
寒
に

.し
て

M

し

^

英

®.
の
を
れ
に
勝
る
あ
ら
ば
、彼
れ
等
の
精 

0

せ
ら
れ
た
る
職
人
を

誘
致

し
^

し
く
は
吾
が
最
も
技
巧
に
富
め
る
者
^
碑
の
地
に
派
し
て 

之
を
學
ば
し
む
る
を
以
て
得
策

.̂
爲
す
に
あ
ら
ず
や
、而
し
て
若
し
和
蘭
に
於
け
る
ょ

;̂も
此 

一
 

の
地
に
於
て
遙
に
低
廉
な
る
食
料
を
得
可
し
ビ
せ
ば
、當
に
煩

a

無
.ff
l

値
に
し
て
且
つ
陳
奩
な

る
課

.税
及
び
官
衙
を
撤
廢
す
可
き
な

b
、こ
は
水
を
し
て
自
ら
其
の
自
然
の
水
源
以
上
^
晃
ら 

し
め

ん

こ

ビ

を
說
く
ょ
ヶ
も
勝
れ
る
も
の
あ
る
.こ
ど
を
認
む

€

主
張
し

(

同
書
四
十

「

頁)

、3 1

に 

Political 

A
n
a
t
o
m
y
.
G
K
y
M

が
故
に
吾
人
は
吾
人
自
身
の
勞
働

.及
び
國
土
が
生

'產
す
る
こ

ビ

能 

は
ざ
る
外
國
商
品
の
使
用
を
禁
止
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
や
、吾
人
は
是
に
由
ぅ
て
®
約
し
得
た
る 

人
と
土
と
を
以
て

.是
等
の
，貨
物
及
び
其
の
他
の
物
を

.も
購
入
し
得
可
き
輸

5
5貨
物
の
產
出

に 

使
用
し
得
る
に
非
ず
や
；

V
J

論
じ
た
文
同
書
八
十
三
頁

)

。
尙
ほ
彼
れ
於
鑄
貨
及
び
地
金
の
輸
出 

に
對
す
る
ぁ
ら
ゆ
る
拘
束
に
反
對
し
た
る
は
吾
人
が
旣
に
詳
密
に
論
述
せ
る
所
な

A

前
揭

r

ベ
 

チ
ィ
の
貨
幣
論

」

參
照

)

。

P
#

が
入
口
に
關
す
る
所
論
は
.仍
ほ
彼
れ
が
過
渡
時
代
の
論
客
た
る
こ
と
を
示
す
も
の
な 

. 

‘
ク
。
.
國
土
の
豐
饒
な
る
は
大
な
る
人
口
を
維
持
す
る
こ
ど
を

.
得

：：
せ

し

む

？1

■千

の

蒼

生
rを
給

画
画L.
で
 

宅養
し
得
る
一

,
千
飘
の
土
地
は
是
以
上
の
效
果

|

せ
_ざ
る
一

.

.萬
飙

0.
土
.地

丨

も

f

.し
S
 

も
の
な

〜

而
し
て
是
取
舔
が
谓
蘭
西
に
勝

.る
所
以
な
ぅ
'

前
者
に
在
如
て
は
後
者
に
比
レ 

v

 

t
敎
S

同
法
、防
備
、瞥
察
等
諸
般
の
费
用
少
营
を
得
可
し

2

1

:

I

B

I.十 

一i

 

彼
れ
は
又
國
土
の
天
然
の
相
違
を
正
確
：精
密
な
る
文
字
を
以
て
表
明
し
得
.可
し
と
信
じ
た
と 

彼
れ
は
愛
掘
土
の
例
に
就
き
て
比
較
氣
象
學

.的
の
硏
究
に
加
へ
て
、種
々
な
る
.土
地
の
自
然
的 

利
益
は
農
事
の
經
驗

rc
依
6

て
數
學
的
に

«

箅
せ
ら
る
可

§ 

%
の
な

6

と
.提
言

.せ
6 (political 

A
n
a
t
o
m
y
.

第
八
萆

o
f the 

c
o
e
l
u
B

 

a
a sd

u
m
.

 o
f

 I
r
d
a
n
d
.

四
十
八
丨
五
十
八
頁
參
讃

)

。
然
れ
ど
も 

彼
れ
は
大
人
ロ
を
有
す
る
國
家
は
其
の
稀
少
な
る
も
の
に
比
し
て

^

に
富
裕
な
る
も
の
な

6 

',
の
ノ
 

J
ょ

J
し
て

5

國
を
し
て
更
に
其
の
人
ロ

5:
夥
多
な
，ら
し
め
、斯
く
て
.其
の
勞
働
カ
を 

潘
加
せ
し
む
る
が
爲
め
に
諸
般
の
方
策
，を
立
つ
る
に
於

■
て
®
贍
が
る

も

の

、

な
.り
。

彼

れ

は 

f

i

n

d
の
植
民
地
に
於
て
有
爲
な

.

.る
體
格
の
英
國
玛
が
多
數

I

の
f

 

f

し
て

#
 

重
な
る
勞
力
を
翁
し

'っ
、
ぁ
る
を
歎
じ

(
p
d
.

 

l

i

c

k九
十
頁

>
新
英
蘭
土

」

の
人
民
を

r

舊 

土」

及
び
愛

1|
土
に
移
植
す
可

|

主
張
し

(

同
書
九
十
四

f

ほ
英

1 ]
±
及
び
蘇
格
蘭
の 

低
陸
：は

.全
英
、蘇
、愛
の
人
民

.を
給
養
す

.る
に
，足
る

も

0

ぁ

ぅ

ビ

，
の

見

地

ょ

ぅ

し

.て

愛

萌

土

及

.
び

?

1€-
-
-

(

l
a
i三
}

診

設

サ

J
ヰ
リ
.ア
.ム
i

チ
ィ
の
國
：

s

.

m

卜

1

4

て
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m

サ
ー
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ヰ
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ア
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へ
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チ

ィ
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國

.富

論

 

第

十

一

號

バ

ニ

〇

蘇
格
蘭
高
陸
の
人
民
を
し
て
.英
蘭
土
に
移
住
せ
し
む
可

&

を
提

_

せ
支
同

*

六
十
五
'頁
以
下 

參
照

)

。
彼
れ
か
人

ロ 
■の

#]
密
を
希

a

す
る
の
念
は
、旋
て
又
，、一
國
の

' 上
に
.及

す

大

.
都

市

の
利

益 

に
‘論
入
せ
し

o

る
に
至
れ
り
。
彼
れ
が

 

&

0 
ャ Essay'in 

political 

Arithmetic^, 

concerning, the 

G
r
o
w
t
h

 

of tiie 

City 

of L
o
n
d
o
n
: 

with the 

M
e
a
s
u
r
e
^
p
e
r
i
o
d
s
.

 

Causes, 

a
n
d

 

c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s

 

thereof

•(

本 

書
は
恐
ら
く

一

千
六
百

八
十

一

年
の

交

'、愛
蘭
土
に

.於
て

.起
稿
せ
ら
れ

'
た
る
％
の
な
る
可
き
も
、
 

翌
年
六

月

p

身

が
偷
敦
に
歸
れ
る
後
、初
め
て
出
版
せ
ら
れ
た
る

も

の
な

ぅ
。

此
の
一
千
六
西 

八
十

三
年
附
初
版
刊
行
の
後

"三
年
.に
し
て

A
n

 

essay 

C
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

the 

M
u
i
t
u
i
c
a
t
i
o
n

 

o
f M

a
n
k
i
n
d

 

: 

T
o
g
e
t
h
e
r

 

with 

another 

essay 

in 

Political 
Arithmetick, 

C
o
n
c
e
r
n
i
n
g

ŝ
rpG

r
o
w
t
h

 

o
f
 City 

of L
o
n
d
o
n

 

. 

with the 

M
e
a
s
u
r
e
s； periods;, c

a
uses、

a
n
d

 

c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s

 

thereof.

な
る
書

.出
づ
，。
是
、前
書
の

1T
玉
,

^

第
ニ
版
が
改
題
し
て
現
れ
た
る
も
の
な
&
。廣
本
書
の
第
ニ

版

は

一
千
六
首
九
十
九
年
、

Several 

essays 

in 

political 

Arithmetick,
0

卷
頭
に
編
入
せ
ら
れ
、第
一
版
は
ー
千
七
肓
五
十
九
年
の

> 

collection 

o
f 

the 

yearly 

bills 

o
f

 mortality, 

f
r
om. 165 7

 

to 

r
7
5
ooinclusive.

に
添
如
せ
ら
る
。

.本
*
太 

其
の

A
n
o
t
h
e
r

 

E
s
s
a
y
.

と
獬
す
る
以
上
、是
ょ
々
前
に
同
一
問
題
を
：取
扱
へ
る
他
の
論
文
存
す
る 

こ
ビ
明
か
な
る
も
、不
幸
に
し
て
单
く
逸
し

X
,傅
ら

-ず

.
0

此

の

ノ

點

.に
關

.じ
；て
は
第
ニ
版
に
墙
補

せ
ら
れ
た
る

 

T
h
e

 

sg'
i
o
n
e
r 

T
o 

the 

R
e
a
d
e
r.

及
び
 

T
h
e
.

 Extract, 

o
f 

a

 

L
e
f
r

 

concerning the 

S
c
o
p
e

 of 

a
n

 

I^ssay intended:

t
o 
勺recede 

A
n
o
t
h
e
r

 

E
s
s
a
y

 

concerning 

^
 
0

3$

, of. the 

City 

of 
p
o
n
d
o
n
v
&
c

•並 

に

F
i
t
z
m
a
u
r
k
e

の：Life. 

一
 I

百

十
六
頁
を
參
照
す

可

し)

は
最
も
明
確
に

此
の
，
點
に
關
す
る
彼
れ
の 

思
想
を
窺
知
せ

し
む
る
：も
の
あ
る
な

6
。

.

一
 

千
五
百
飙
以

下

の
而
樹
の

ヒへ
に
立

て

る
藤

ニ
版 

は

ニ
千

革
百
飙
と

記
せ

上
現
在
の

偷
敦

市
が
其
の

七
倍
に
膨
脹
す
，る

'
に
'至
ら

ば
、之
が
住
民

 ̂

生
活
の

必
要

ロ2
を
狼
得
す
る
に

.
， •
—■
■
■
層
困
難
を
感

‘ず
る
な
き
や
ビ

0

ふ

に
、彼
れ
は
然
く
思
惟 

す
る
こ
と

な
く
、穀

物
、野
菜
、果
實
、乾
草
、及
び
材
木
は
部
よ
ぅ
半
®
三
十
五
哩
以
內
に
位
す
る
周 

圍
の
土
地
よ

6

し
セ
今

v
j

同
じ
く
敏
速
に
供
給
せ

ら
る

可
く
、而
し
て

»r
く
の

如
き
都
市
は
興 

の
住
民
の
散
在
せ
る
場
合
に

ヰ

し

て

、
,

一)

國
防
の
，費
用
少
な
く

(

第
一
ご
ft
部
の
謀
反
及
び
不
軌 

よ
り
生

•ず
る

危
險
を
蒙

.る

こ
と
稀

R
、

(

第
三)

宗
敎
の

劃

一
を
保

つ
可

く
、(

第
四)

‘司

法
事
務
は

迅
速 

ビ
自
在
と
を
以
て
處

9!
せ
ら
れ
、

(

第
五

)

租
鞔

は
其

の
賦
課
の
公
平
ヒ
徵
收
の
容
易
と
を

得
、
併
て 

其
の

颛
を

®

加
す
可
く
、

(

第
.六)

外
國
賀
.易
に

關
し
て
は

^

、̂

炭
、船
賃

#

に
由
り
、英
國
の
利
得
す 

る
所
は
同

.
一
な
，々
ビ

す
る

7
P、

然
.％
、
H

寒
品
に
由
つ
て
利
す

.る
所
は
，大
ヒ
な
る
可
し
。

何
ビ
な 

'れ
は
彼
れ
等
は
、其
の
製

作
..

の
量
に

〕

於
て
優
り
、質
に
、於
て
勝
れ

'
た
る
も
の

.■あ

.る
可
け
れ
ば
な

K
V
O 

ブ
™
.热T* 3

含

v
l'p
i
一‘ぎ

.
»

:

説
' 

サ
1
®
ヰ
')
ア
ム
チ
、
.ィ
_0
國富論
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im
T-k

i

讀
i
p
i

谘
十
4
怨
.

(

一—

四H

ハ-

)

論
” 

B

サ
'
i牛
v

r
み
.
*
,
ぺ
ナ
ィ
.：の
國
當
論
つ
-

-
第

十

.號
'

.

.
ニ
三

即

；
ち

：
‘大
都
市
に
於
，て
は
各
，個
，の

' 製
作

”は
‘出
：.來

#

る

限

。
ぅ

多

く
^

部
分
に

#

れ

、
是
R
-
'因
^N

て
各 

エM

の
：
仕

事

は

军
«

且
つ
輕
易
ビ
爲
る
を
以
て
な

1

彼
れ
は
愛
に
時
計
製
造
に

.於
け
る
分
.勞 

の
例
を
擧

.示せ
.：

i
、同

*

J

千
六

.百
八
十
三
年

.版
三
十
七
頁
。
彼
れ
は

.又p
。
〗. 

A
r
i
t
h
m
e
t
i
c
k
.

に.於 

て
分

.業
の
行
は
る

a
箱
_

が
市
場
、

.の

.廣
狹
に
由
ぅ
て
制

'限
せ

'.ら

る

>
0
0
示
L

A
ロ
.稀
：少
-な
 

る
場
所
に
居
住
す
る
考
は
自
ら
其
の
兵
士
、僧
侶
、臀
師
及
び
辯
讓
士
；た
ら
ま
る
可
ら
ず
、而
し

V

 

恰
も
遠
洋
の
航
海
を
行
ひ
つ
、
あ
る
船
舶

9

如
く
，其
の
家
內
に
諸
般
の

#

肺
を
菩
人

ざ

る
可 

ら

ず

と

說

き

、
同

書

'+
.一
一

 

頁

、
！

g

に
織
物
の

t
例
を
引
き
て
分
勞
の
利
益
を
ま
張
せ
り
、

,Rl
書
十
九 

頁)

。
加
之
是
等

H

»
品
は
其
の
着
積
み
せ
ら
る
可
き
場
所
に
於

^

製
造
せ
る
、
と
せ
ば
、之
が 

輸
送

®

を
輕
減
す
可
く
、而

し

て
、(

第
七)

悅
.樂
及
■
び
裝
钸
の
諸
技

.

.術

.は

.■競

#

潜

，の

多

數

な

る
R
'因 

P

て
最
も
能

く

進
步
せ
し
め
#
可
く

W
第
八

)

あ
ら
ゆ

る
事

.業
家
、あ
ら
■ゆ

る

X
E

が

互

：
に
：
接

近

し
 

て
生
活
す
名
に
由

4

て
運
搬
琴
び
旅
行
の
勞
苦
を
減
殺
し
、

(

第
九

)

乞
食
及
び
偷
盜
を
防
止
す
る

の
點
に
於
て
は
雨
潘
の
間

^

相
異
を
見
る
と
な

.し
と
す
る
も
、然
も
、

(

第
十

)

有
弔
1
る
學
問
り
普

.

.

.

.

.

.

.

及
並
に
進
步
を
可
能
な

.ら
し
め
、

(

第
十
一

)

出
產

R
.由
る

_人
ロ
の

.增
加

.は
兩

.者
の
間
に
大

S
る
相 

異
な
ぐ

唯

だ(

第十一
一

)

惡
疫
の
炎

害

に
至

6
,て
は
大
都
市
に

取
ぅ

て
、特
に
：大
な
る
の

‘ 

'虞あ
る
も
、

1

|

!

1

然
も
を
は
克
く
他
の
利
益
に
依

6

て
、償

は

る

、

を#

可

し

ビ

說

け

々

筒

書

三

十

1.

丨

四

，十

三 

頁)

。

,*
.千
六
耳
六
十
五
年
偷
敦
に
猎
獗
を
極
め
た
る
惡
鹩

.の

慘

害
?:
親

し

く

知

れ

る

は
 

汉
L

て
其
の
め
究
を
怠
る
こ
と
な
か

‘り
•き
。
彼

れ

-R
o
f Lessening 

y
o Plagues 

of L
o
n
d
o
n
.
(

一
 

千 

-
15
六
十
七
年
十
月
七
日
附

)

の
方
策
あ
る
の
み
な
ら
ず

(
F
i
t
z
m
a
u
r
i
c
e

西
二
十
一
ー
ニ
頁

)

、其

3 

諸
書
に
於
て
屢
々
之
に
關
說
せ

6 

(
v
e
r
b
u
r
n

 

Sapienti. 

A 

.九̂
M

其
他

0

Tr
i
し
て
過
韦
二
十

>

年
間
に
於

'け
る
疾
瘸
は
全
人
ロ
の
約
八
十
分
の

|

を
拉
し
去
れ
；

6

と
計
算
せ

6 (Another Essay. 

十
五
貧

)

。

彼
、V

の
W

0

に
據
れ
ば
人
ロ
は
幾
何
級
數
の
割
合
を
以
て
增
加
す
可

§

傾
^
,を
育
す
る
も
、
 

其
の
倍
加
の
期
間
は
世
界
の
年
齡
、

®

存
の
人
口
及
び
其
の

他
の
事
情

.に
因
ぅ
て

異
な

る
4

の
 

V
J

思
惟
せ
り
。
而
む
て
彼
れ
は
英
國
に
於
け
る
入
口
增
加
の
割
八
ロ
を
以
て
緩
急

W

端
の
中
腐 

を
揭
た
る
も
の
と

1

め
た

-
=
\。
今

N
o
a
h

の「

箱
船
ょ
グ
出
で

^

る：八
人
が
每
十
年
間
に
褽

®
 

的
の

.倍
加
に
由

6

て
增
加
す
る
も
の
ビ
想

■像
せ
ば
、洪
水
以
後

.の
最
初
の
百
ケ
年
に
は
\
人
ょ 

6 ̂
*/す
人
に
膨

)^
す
可
く
而
し
て
洪
水
後
の

三
百
五

十
年

.

(

凡
を

死
去

の
時
代

)

に

は
一 

H

萬
と
爲
ぅ
、

.M
R

方
今

j

千
六
百
八
十
二
年
に
は

H
.億
1
.
1
.千
.萬(

合

理

：的

推

，测

_に

據

ぅ

て

現

今

.#
1

5
 

(
l
a
v
七
. ，)

論

E

.
サ

ー

ふ9
ア
ム
叉
.チ
ィ
の
國
富
論
 

'第
十
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二
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策
十
. 一
^

(

一
 

四
二
八〉

_ 

.論

.

說
、

サ
I
®ヰ
：.V
K
.
A

-®
'
八
チ
ィ_の
國
富
論.

ー
號： .

ニ
.四

世
界

^

存
す
る
も
の
ビ
思
惮
せ
ら
る

‘

所)

と

，
爲

る

可

し

」
(
A
n
o
t
h
e
r

 E
^
a
y
;

十
九

—

一j

十
頁

)

。

r
f 

し
人
民

が
三
，百
.
.六
十
年
間
に
倍
加
せ
ら
る

V
も
の
ビ

.せ
ば
、或
る

1«

_
_な
る
人
々
に
ょ

-̂
て
今
V 

世
界
の
表
面
に
存
す
る
も
の
と
積
算
せ
ら
れ
た
る
現
在
の

H'
億

ニ
千
萬
は
將
來
の
ニ
千
年
以

； 

內
に

地

球

上
住
居
し

得

可

き

土

地

の

.
各
二
»

に
對
し
、
一
人

の
si
j

八ロ
に
凌
で
皭
加
す
可
し
。
而 

し
て

其

の
時
こ
そ
、

聖

書
.の
預

言

す

る

が
如
ぐ
、
戰

爭
及
び

大

屠

殺
等
を
免
る

 >

 

乙
と
能
は
ざ
る 

可

し」(

同
書
十
4(

1

七
頁)

ビ
說
け

V

。
妓
に

^et
t
y

の
所
謂

『

或
る
博
識
な
る
人

.
々」

ビ
は
果
し
て
何
人 

を
指
せ
る
も
の
な

.

c
s

や
、不
明
な

b
。

一 

千
六
百
八
十
五
年

K-
r
s
a
a
c

 

V
o
s
s
h
i
s

は
其

.の

Jsaaci- 

Vossii 

v
a
i
i
a
m
m

 o
b
s
e
r
v
a
t

o-n
u
m

 liber.

に
於
て
世
界
の
人
ロ
を
五
億
萬

^

思
料
し
为
る
も

(

闾
書
六
十
八

M) 

p. 

B
a
y
l
e

は
同
年

Nouvelles 

d
e
l
a

 

R
^
J
b
l
i
q
u
e

 
des 

L
e
t
t
r
e
;

に
於
て
、此
の
繁
麗
は
汆

6

に
，
大

s

る 

も
の
な
ぅ
と
て
之
を
嗤
笑
せ
义

j

千
七
百

.ニ
十
七

' 年
.版

o
かuvres

•，
第

一

卷

：
一
一
西
+

一

 

一^

四
頁)

o
 

0
.
«Stangeland 

は

其

-
の

著

 P
r
e 

丨

 Malthusian 

Doctrines 

of Population, 

a 

studv in the history 

of e
c
o
n
?

 

m
i
c

 

t
h
e
o
r
y
.
(
一

千
九
百

Q

四

年
版

)

に

於

て

以

上

が

人

口

論
‘に
關
す
る
所
齡
を

.引
用
し
，之
を 

以
て
一
千
六
西
八
十
ー
ー
年
の
ぼ

E
s
s
a
y

 

concerning 

the 

J
n
c
r
i
e

 o
f

 .
M
a
n
k
i
n
d
.

ょ
6

得
た
る
旨
を

» 

す

るV
J

#(

同

書
百

四
十
六
頁

)

"而
も
其
の
表
題
と
出
版
年
代

S

'の

一
致
を
缺

け

る

乙
ビ

吾

人

'が

S

述
の
所
言
に
照
し
て
瞭
•然
た
る
も
の
あ
る

可

し

。
：

國
家
の
安
固
は
其
の
富
に
依
賴
し
、富
は
又
生
產
的
勞
働
に
依
賴
す
る
が
故
に
、國
ま
_の
政
策 

は
其
の
臣
民
を
し
て
最
大
な
る
利
益
に
向
つ
て
彼
れ
等
の
活
カ
を
發
動
せ
し
む
る
を
目
的
と 

し
て
指
導
せ
ら
れ

.ざ
る
可
ら
す
。
賢
明
な
る
國
家
に
取

h

て

第

一

の
義
務
，た
る
も
の
は
自
己 

の
狀
滌
を
諒
知
す
る

' 
に
存
す
。

於
是
乎
、統
計
の
必
要
起

.る
な

K
v° 

.彼れ

' は
實
に
英
國
に
於
け 

る
新
哲
學
の
創
始
潜
が

H
ぎ

n
o
v
u
m

 

o
r
g
a
n
u
m
.

の
精
神
に
從
つ
て
行
動
せ
る
實
驗
的
硏
究
者
の 

.一
國
中
最
も
熱
心
な
る
一
員
夺
う
き
。

「

世
界
の
精
密
な
る
知
識

」

の
み
獨
う
能
く
發
明
.に對
す 

る
確
乎
た
る
基
礎
を
供
し
、斯

く

て
又
、「

人
間
の
支
配

」

に
導
く
を
得
る
も
の
な

i
 .

是
、實
に

「

知
は 

力
な
う

j
V
J

謂

.へ
る
格

‘言
に
對
す
る

S
p
i
n
o
z
a

ょ
6
^̂'
.、寧

‘ろ
B

a

c

o

n

*

0

»

釋
な

6
。
是

實

に

^
。
さ

日 

O
r
g
a
n
u
m

•
が D

e

 

interpretatione m
t
u
r
o
s

 

sive 

d
e

 

r
e
gno 

h
o
m
i

B.s 

を
論
じ
た
る
所
以
な
う

。Petty 

は
飽 

く
ま
で
も
正
確
な
る
知
識
を
求
め

•て
止
ま
ざ
る
，も
の
な

^n

。
 

T
h
o
m
a
s

 

B
i
r
d
i

其

の

'ffiistory 

of 

.̂OTai 

society.

中
に
記
し
て
日
く
、曾
て

「

ょ
i

著
し
く
大
な
の
言
を
用
ひ

*

る
#
あ
る
に
際 

し
、Sir 

W
i
l
l
i
a
m

 

p
e
t
t
y
.

は
數
量

.若
し
く
は
度
の
孰
れ
を
も
，徵.示
す
る
乙
と
な
き
言
語
を
用
ふ
可 

ら
ざ
る
乙
と
を
忠
吿
せ

6

と
筒

0
第
四
卷
武
九
十
三

5

。
蓋
し
這
般
の
訓
誠
は

P
e
t
t
y

に
及
，せ

第十
，
5
 

(
}

四一

九)

論
說
サ
ー
。キ

V
アム
A

チィの阈富論

 

，第十ー

«

ニ
五



绡

十一

卷

(

一
四
ニ0)

論

說

サ

1
0ヰ
H

へ
チ
ィ
の
國
窝
論

 

第

十

一

號

ニ

六

る

穿

0
0の

威

化
^
.指

示

す

る
0

|
助

^

ざ
可
き
も
の
な

1
 

/

斯
く
て
彼
れ
は
あ
ら
ゆ
る
無
益
の
勞
作

?:
阻
止
せ
ん
と
せ
ぅ
。
敎
育
制
度
は
國
家
的
支
配 

の
下
に
置
か
る

f

の
f

。
而
し
て
其
の

r

切
の
目
的
は
人
間

I

力
と
技
'巧
ビ
を
發 

達
せ
し
む
る
：に
存
せ
ざ
る
可
ら
す
。

無
益

な
る
間
題
の
攻
究
を
旨
ビ
せ
る
敎
育
は
單
な
る
空 

想
’的
生
涯
の
準
備

t

に
過
ぎ
ざ
る
も
の
に
し
て
從
つ
で
其
の
弊
害
妹
啻
に
無
用
た
る
の
み 

に
业
ら
ざ
る
な
ぅ

;°
敎
育
の
國
家
的
支

»

は
適
材
を
選
谭
し
て

適

宜
の
敎
育
を
施
す
を
双
て
、
 

父
母
知
友
等
ハ
の

愛
.着
ょ
ぅ
生
ず
る
無
定

.見
の
弊
害

.を
排
除
，す
。

r

鴉
は
自
己
の

幼
鳥
を
以
て
常 

に
最
も
美
し
き
も
の
ビ
信
ず

^
T
r
e
a
t
i
s
e

 

o
f 

T
a
x
e
s
.

三
頁

)

。
諸
般
の
高
等
な
る
職
業
に
志
す
者
の 

岸
は
是
等
の
職
業
に
對
す
る
必
要
を
減
殺
す
る

^
.由
A

て
、之
を
制
限
せ
ざ

.る
■可
ら
ず

?

書

L 

頁)

。

而
し
て

.
一
國

R

収
ぅ
て
必
要
な
る
僧

® ;

、«

師
及

A

l

i、W T
0-
數

5:
:
'知

る
は
敢
て
難
事

^

あ 

ら
ざ
る
可
し

(

同
書

十

頁)

。
其
の
勞
働
は
何
物
を
も
生
產
す
る
乙
と
な
き
が
故
に
、之
が
听
得
は 

^

も
傭

^

者
の
を
れ
ビ
異
な
る
な
き
人
冷
の
階
級
を
減
少

‘せ
し
む
る
が
爲
め

^

?i
律

fi
j

度
は 

^

の
/か
て
の
局
に

.方
て
之
を
簡
易

.
^
6
し
め

.

.ざ
る

'
.可
■ら

.t'(

p
o

〗

.

.

.

. 

A
J
n
a
t
o
m
y
A

十

八
惠
。

韻 

法
の
原
則
は
變
革
せ
ら
る
可
き
も
の
な
り
。
國
家
は
其
の
人
員
を
殺
し
、傷
け
、若
し
く
は
禁
錮

ず
’
る
に
由
う
て
、自
己

.を
徼

' 

■
し
？

.、
あ

'る
も
，の
な

-
る
こ
と
を
記

’憶
：せ
：ざ

.
る
可
ら
中
。

勞

•■働
戾 

び
社
會
の
富
を
挺
加
す
可

§

罰
金
及
び
定
役

.を
以
て
之
に
代

.
へ：
.ざ
る
可
ら
す

.(Treatise.

四
，十 

九
頁

)

。
國

〖

家
の
宗
敎
政
策
は
信
敎

.の
自
由
を
擇
榜

.せ

.
'ざ
る
可
ら
变
彼
れ
は

a

敎
と

.資
爲

4 

が
並
進
す
る
を

®

明
す
る
幾
多
の
例
證
を
援
用
せ
ヶ
。

®

れ
は
和
蘭
が

#

働.
W

勸
勉
，と
は

.0 

に
對
す
る
自
己
の
：義
務
な
る
乙

V
J

を
.信
ず
る

」

、非
國

.敎

.徒
' に
對
し
て
本
國
：

0

追

害
を
免
'.る
可
き 

避
離

ir
を
提
供

_し
#

く
て
又
其
の
富
を

«

加
し
得
た
る
を
推
貴
せ
り

(
P
O
J
.

>
a.
t
l
l
m
e
t
i
c
^
H

十
ご

1 

1

0
然
れ
ば
、租
稅
制
度
の
全
：般
ほ

.

.又
生

.產
業

'.を
皲
舞
.す
る
を
主

0 

せ
ぎ
'
6-
可
ら
，ず
。

稅

*金


の 
徵 
收
ょ
う
生
ず
る
貨
幣
の
缺
乏
に
0
してハ

ft
愼
重
な

_る
' 注
意

.を

.商

.エ
寒
階
級
に
向
つ
て
柳 

は
ざ
る
可
ら
す
。
他
方
に
於
て
不
生
產
的
の
®
級
は
最
大
な
る
負
擔
を
課
せ
ら
る
可
き
も
の 

な
i

彼
れ
等
の
資
產
ば
之
が
所
有
者
を
變
ず
る
：

k

由
i

て
の
み

®

P

生
產

.的
の
も
.の
と
爲 

P

得
可
き
な
う
。
富
ビ
財
產
と
は
地
主
及

.び
怠
惰
な
る
者
ょ

$

移
し
て
、恢
巧
.に
し

て
勸
勉
在 

る
潘
に

&f
せ

し

め

^

る

可

ら

ず

(Treatise/

十
七
丨
九
頁
、並
に

P
O
L

 .Arithmetick.

三
十
八
頁

)

。
國
寒 

は
乞
丐
及
び
遊
民
に
對
し
て
仕
事
を
授
く
可
し
。
而
し
て
是
れ
等
無
職
の
徒
、を
俾
用
す
る
に 

由
う
て
、

(

一)

國
民
の
間
に
不
足
せ
る
事
業
、

(

一一)

勞
働
多
く
し
て
、技
術
少
な
き
艱
業
、及
び

(

三
商
家
：

0
;
.

鲂
十 
一
#

(
一

四
：二 0

論

說

サ

i
ヰ
‘リ
ア
ム
*
八
チ
ィ
の
.國
富
論 

热
十一

號 

ニ
七



!
!ト

.第
十
5

c
'四
一
三)

.

論

說

，

舍-
iヰ
”>

v
<
r
A

チ
ィ
の.國
富
論. 

第
卜
一
诚
 

11、
.

新

.
企

業

は

系

統

的

に

遂

行

せ
ら

る 

> 

を

得

可

；
む

(

同
書

+

ニ
肓

)

。
彼

.れ

.等

；
の

：
勞

作
'は

不

；
生

，
.產

的
 

,
の〜

も
の
と
観
ら
る
、
こ
ビ
あ
る
可
き
も
、然
％
僻
ほ
罪

_惡
は

r多
：く

*
.情
ル

6

來
.る
を
以
て
、國
家 

の
安
穩

^-
脅
す
犯
罪
階
級
に
對
す
る
費
用
を
輕
減
：す

.る
を

.
#
可
し
。
彼
れ
は

「

何
人
と
雖

4

险 

好
の

#

#
が
ょ
ぅ
優
れ
た
る
渡
世
の
道
を
與
ふ
る
に
拘
ら
ず

(#
な
き
活
計
の
爲
め
、に
彼
れ

•か 

生
命
：手
足
若
し
く
は
自
由
を

'賭
ず
る

.は
、自
然

.；に反
： .

す
る

.
も
の
ぁ

'れ
ば
な

：

り」

と
稱
し
て
、愛
に 

Sir. 

T
h

l

 

M
o
o
r

 

(
M
o
r
e
)

が
U
t
o
p
i
a
.

の
第

」

編
を

A

照
す
可
き
.を
敎
へ
た

A
 An

o
t
h
e
r

 

I

.
四 

十
頁

)

。
彼
れ
は
又

®

勉
の
風
習
は
縱
令
、

一

時
の

'失
費
を
忍
び
て
も
、之
を
維
持
す
る
を
得
策
こ 

す
る
.を
主
張
せ

i (
T
r
e
a
t
i
s
e

四
十
一
頁

)
。.
若
し
或
る
エ
業
に
し
て
、暫
く
刺
隅
な
き
に
至
る
も
、之 

を
停
止

す

可

ら

.ず
。

是

'に

使

用

.せ

ら

れ

た

、
る
.者

は

事

業
の
休

.业
に
伴
へ
る
懈
怠

.に
因

6

て
勞 

働
に
對
す
る
彼
れ

等

の

適
性
を
失

ふ

と

あ
る
可
け
れ

ば

な

6
。

彼
れ
：は
翌

§

^

C
h
a
m
b
e
r
l
a
y
n
e

 

力

A
n
g
i
i
a
e

 

I
t
i
a

 

or the 

present state 

of E
n
g
l
a
n
d

を
引

用

し

て

丄

ハ

才
'ょ

^

十

六

.才

^

.で

の

少

年

力
年
^
其
の
消

4 -
*

す
'る
r

以

上

に

一

千

二

百
#;
•!
:

收

得

し

つ
、

あ

る
^o

r
w
i
c
h

の

例

を

賞

：
揚
'し

、 

幼
年
勞
働

?:
國
內
の
他
地
方

.に
も

.誘
„入
す
可
き
と
と
を
提
言
せ

'±
?
0
1.Arithmetick.

百
〇
六
頁
。
 

但
し

A
n
g
l
m
e

 

notitla.

はr

六
才

.よ

$

十
才
ま

.で」

と
記
：せ
う
。

一
千
六
百
；七
十
ニ

年

'
版

、

百
五

十

—

 

J

.
 

-
.
.
.
.
:
'
V 

. 

. 

.

.

. 

..

. 

'
-'
: 

| 

頁
參
服

)

。
由

.是
觀
之
勞
働
は
當
に
國
象
繁
榮
の
礎
，

^

る
も

'の
«■
■
ヶ
。
«

莫
、
' 

p
g

身

は
斯
く
の

.如

.

^

き
人
間
活
動
の
形
態
が
更
に
是
ょ
り
も
.高
き
物

に
.向

つ
' 
て

次
第

.に
«

移
す
可

§

黄

：
金

：
時

.
代

の
 

到
來
を
菩
人
に
確
信
せ
し
む
る
を
忘
れ
ざ

P

き
。

此

e>
幸
福
：な
る
'時
代
に
於
て
人
は
初

め
.て 

此
の
世
界
に
於
け
る
其
の
自
然
の
目
的
、即
ち
知
性
の
諸
力
の

.
修
養
に

.從
事
す
る
を
得
る
な
り
。

(
v
e
r
b
u
m

 

sapienti. j 
一
 

十
四
頁

。Wilson 

L
o
y
d 

B
e
v
a
n

 

著
、Sir w

m
i
a
B

 

?etty, 

A

 

Study in English E
c
o


nomic 

literature' 

1

千

A
百
九
十
四
年
版
：、五
‘十

八
I

九
頁
參
照}。

勞
.働
は
單
に
價
値
を
削
造
す
る
の
み
な
ら

^

又
以
て
之
が
尺
度
た
る
も
の
な

b
o 

P
e
t
t
y

の 

勞
働
價
値
說
は
蓋

bH
o
b
b
e
s

に
ょ
办
て
暗
.示
せ
ら
れ
た
る
所
な
る
可

&

か(

H

o

f
の
著

d
e Qv

e

 

第 

二
十
四
章
參
照
、一

千

八
.百
四
十
一
年
版
、

o
p
^
a 

philosophical studicrGuIielmi

. 

M
o
i
e
s
w
o
r
t
h
v.

第
三 

卷
、百
八
十
五

.頁)

。，所
得
は
實
に

P
e
t
t
y

が
國
富
算
定
の
出
發
'點
た
る

も

の
.な
れ
ば
、彼
：れ
味
明
確 

に
表
面
に
現
れ
た
る
勞
働
の
結
果
に
あ
ら
ざ
る
所
得
を
說
明
す
る
の
必
要
を
威
じ

*
メ
。
此 

の
職
の
所
得
に
關
し
て
當
：然
發
生

'す
’可
S

根
本
の
問
題

.は
無
限

.の

.
_
間
'を
通
じ
て
、年
々

1

定 

の
支
狒
を
受
く
可
き
權
利
が
、何
故
軍
：に
市
場
に
於
て

 

一'
®

e

r額
を
收
得
す
る
に
過
.ぎ
ざ
る
や 

に
あ
り
。
己
は
地
代
に
適
用
せ
ら
れ
て
年
賦

購
入

.の
年
®
の
問
題

^

爲
る
。
，彼
れ
は
.屢
冷
此 

.
第
士
‘卷
.：

(.1

四
.ニ
.

三
：)' 

.論

.

m

サ
i

牛
”
'/
'

《

。(

チ
ィ
の
國
富
論
.

：
第
十

「

S
 

.二

九
' 

,



.
聋
ー
怨

(
1
S
T

ニ
.四)

' 

論

説

サ

！

牛
H

チィ
•の
.國
富
論

 

第

十

一

號

三0 

の
通

’語
を
使
用
し
、且
つ
其
の
問

®

を
論
せ

ざ

る
に
あ

6

ざ
る

A

H

I

一.一 

ナ
六
丨
七

M

l

 

♦

は
彼
れ
が
主

5

目
的
の
，外

£

て
る
，
の

a

し
て
、彼
れ
は
，之
を
細

f

る
こ
；匕
な
く
し 

て
過
？
た

^

被
れ
は
土
地
の
惯
値

.が
之
ょ

6

生
ず
：可
き
地
代
に
侬
賴
す
可

I

認
め

、
f

 

ぅ
實
質

s

 y
他

w
 

S

る
f

1

定
i

 

0
所
有
に

£

せ

る
5

 

2

 

G

響

、快
感
又 

は
.

#

*に
從
つ
て
變
化
ぁ
る
可

&

も)

、斯
く
て
彼
れ
が
國
窜
及
び
之
が
發
達
の
硏
究
に
於
け
る 

j

要
素
と
し
て
其
の
处
代
の
資
本
價
値
を
決
定
す
る
ょ
6
も
、寧
^
特
殊
の
土
地
が
必
ず

 

一
t
 

の
地
代
を
有
す
る
所
以
を
卿

'明
す
る
に
努
め
た
6,0

I

は
先
づ
其
の

H

I

良
I

 

R
於
て
、
f

の，神
秘
な

.る
本

f

說
明
せ
ん

if
せ
I

 

書
二
十
四
丄

S

。
土
地
の
自
然
的
地
代
は
勞
働
者
の
食
料
及
び
必
需
品
を
控
除
せ
る

I

 

の
飼
果
攻
而
し
て
之
が
貨
幣
價
値
は
穀
物
地
の
耕
作
者

V
J

等
し
き
期
間
勞
作
せ
る

 

一

 ̂

夫
が
其
の
取

I

る
s

1

部

I

 y

 

S
己

S

用

I

 

s

 

§

 

I
ほ
殘
し

H

 

の
5

ず

て

量

定

せ

ら

る

可

し

。

「

即

ち

一

百
の
人
々
が
十
個
年
間
、穀
物
の
耕
作

S

事
し
、
 

■I
r

し
て

P

數
の
人
々
力
同

®

間
銀
の
採
掘
に
從
事

.す
る
も
の
と
せ
ば
、即
ち
、銀

の
純
吮
益
ま
穀 

物
の
全
純
收
益
の
代

f

 

i

l

 ニ
十

I

。這
般
の

思
.：

I

f

 

p
o
l
l 

l

l

o

^

l

1

;0
'-̂
1
:̂'
*
.
‘
.-
. 

»
i 

-
v
.
-
n
w
.
-
'

ベ，

- 

• 

. 

• 

. 

-

に
M

つ
.
て
彫
琢
せ
ら
れ
た

6
。

日
く

「

一
一
飙
の
牧
韋
地
が
圆
繞
せ
ら
れ
，馮
の
內
に
乳
離
れ
し
た 

る
®

が
放

^

れ
た
ぅ
と
假

.定
せ
よ
、而
し
て
十
ニ
ケ
月
の
間
に
之
が
食
用
肉
の
重
量
を

I

百
斤 

增
加
す
可
し
と
せ
ば
、五
十
，日
の
食
料

V」

推
定
せ
ら
れ
た
る
；此
の

«

の
肉
の

H

斤
.及
び
«
の
價 

値
の
刺
子
は
土
地
の
價
値
若
し
く
は
一
ケ
年
間
の
地
代
な

6

0
然
れ
ど
も
若
し
一
人
の
勞
働 

が
一
ケ
年
間
に
同

一

土
地
を
し
て
同

一

猶
、若
し
く
は
或
る
他
種
の
六
十
日
以
上
の
食
料
を
生 

せ
し
む
る

?:
得
ば
、即
ち
其
の

『

日
の
食
料
の
餘
分
は
人
即
の
勞
錶

&

丨
。
雨
者
は
共
に

I
日 

の
食
料
の
數
に

ft
ぅ
て
表
明
せ
ら
る
べ
な

b
。
.
或
る
人
々
は
他
に
比
し

V

食
ふ
所
大
な
る
可 

き
も
、を
は
玆
に
顧
慮
す
る
を
要
せ
ず
。
蓋
し
、吾
人
は
一
，日
の
食
料
を
以
て
，あ
ら
ゆ
る
種
類
及 

.び
大
;̂の
者

 

一
W-
人
が
生
き

#

き
、而
し
て
產
む
が
爲
め
に
食
す
可
き
も
の
、
西
分
の
ー
ビ
解 

す
れ
ば
な

K

V

O而
し
て
或
る
種
の
一
日
の
食
料
は
他
種
の
も
の
よ

6

も
之
を
生
產
す
る
に
よ 

ら
多
く
の
勞
働
を
要
す
る
こ

.

V
J

あ
る
可
き
も
、是
、亦
顧
み
る
に
足
ら
ず
、即
ち
吾
人
は

[1
1:
界
の
を 

れ

の

B

々
に
於
て
最
も
容
易
に
取
得
せ
ら
る

>
食
.料

W

解
す
れ
ば
な

5」

と
茼
齊
六

.十
，四
 

H)

。
又
日
ぐ
、「

銀
の

I

オ
ン

"ス
は

P

0

Sに
於
て
は
一
日
の
食
料
に
等
し

P

も
、然
も
ゼ
は
露
西

®
 

に
在
シ
て
は
：之
を

p
e
s

よ
' 3

露
國
に
運
搬
す
可
各
費
用
及
び

®

險
fe
基
.き

：
，て

四

日
■間

の

.
食

料

♦

第
十
1
‘教
；

n 

(」
四
-!

M)

論

說

サ

1

*ヰリアム

，
 ̂+
ィ
の
國
當
論
 

笫
十
一
號
 

三」



辦

十

！
卷

(
1

四
ニ
六

)

' 

論

説

サ

ー

•
ギ

リ

ァ

ム

ニ

チ

ィ

の

國

嘉

 

H

三
ニ

に
相
當
す
可

'し」

ビ
說
け

.支
六
十

$

5
0 
'次
で

彼
社
は
巧

'に
.這
般
>0.
现

：
論

：
5:
:
技

術

ミ

犟

純

な

る
 

勞
儆
ビ
の

K

k
 

•
於
け
，る
等
價
及
び
方
程
式
、並
に
技
術
と
之

.に
對
す
る
社

_會
.
0
.意
向(

給
書

^
對 

す
る

®

要
と
供
給

)

と

の
間
の
方
程

.式
に
逾
用
し
更
に
之
：を
賤
し
き
勞
働
と
好
意
、親

%

€
枝
、交 

友
雄

辯
‘名
#
勢
カ
權
威
と
の
間
の
方
程
式
を
も

構

成
し
得
可
し
と
做
せ
夂

iハ
十
六

I

七

頁)

。

彼
れ
ぼ
未
だ
收
益
卿
減

^.
法
則

?:
會
得
す
る
に
至
ら
す
。

否
，寧
ろ
、彼
れ
が

.political 

Arith- 

m
e
t
i
c
k.

.

に
於
て
 

一
r

の
土
地

4

其
の
改
良
に
由

^
C
N1:
數
鼠

R
.匹
敵
し
得

.る
に
至
：
可
&
を
說 

け
る

k

由

A

て
權
ふ
る

.に
土
地
の

R

度
は
際
限
な
く
有
利
に
增
加
し

'#
可

き
?:
信

じ

た

る

も
 

の
、
如
し

(

同
書

一

丨 

一
一H

。
然
も
彼
れ
は
各
姚
に
對
す
る
地
代
の
高
は
地
上
の
食
料
に
农

® 

す
る
人
口
の
密
度
に
由
う
て
決
定
せ
ら
る
可
き
を
主
張
し
、

「

若
し
：.英國
內
に
生
活
す
る
者
が
一 

人
に
過
ぎ
ず

V
J

せ
ば
、即
ち
全
領
土
の
恩
澤
は
其
の

一

人
の
生
計
の
資
左
る
を
得
る
に
過
ぎ
す
、
 

然
る
に
若
し
他
の

一

.
人
を
加
ふ
る
時
は
、同一

.
領
土
の
地
代
、即
ち
恩
澤
は
ニ
倍
ビ
爲
る
可
く
、二
 

人
を
加

.へ
な
ば
、三
倍
と
爲
る
可
し
。
斯
く
の
如
く
し
て
，旋
て
、全
領
土
が
食
料
を
供
給
し
得
る 

限
う
に
於
て
、多
數
の
人
々
が
之

.に移植せらる，

至るなう。
即ち*
し人が或る土也 

の
價
値
を
知
：る
可
し
ビ
せ
ば
、實
際

.に
し
て

' 旦
つ
自
然
攻
る
問
題
は
、を
が
幾
中
の
人
間
を
養
ふ

可
き
か
に
存
せ

H

る
可
ら
ず

^」

說
け
上
同
書
六
十
七
頁
0

.

以
上
は
是

P
e
t
t
y

0.
所
簿
土

il
l

の
內
荀
的
價
値
な
る
も
の
な

.

cs 

(
T
r
e
&
s
e

五
十
頁

)

。
然
ら
ば

 ̂

の
タ

A
n 

W價
値

.は
如
何
。
彼
れ
が
愛
に
使
用
せ
る
內
部
價
値
及
び
外
部
價
値
な
る
文
字
の
意 

_

は
大

^

切
物
館
か

S
l
o
a
n
e

寫
本
集
中
に
所
藏
す
る

D
r. A

b
r
a
h
a
m

 

H
i
l
l

の
手
寫
に
係
る

1 !
(

£

J 

■

r

篇
4

r
於
て
最
も
明
確

R

之
を
窺
ふ
を
得
可
し
。

0

X「

吾
人
は
先
づ
金
：剛
石
の
高
直
.又 

は
低
廉
な

.る
は
ニ
個
の
原
因

.に
基
く
と
を
注
意
す
可
し
、

I

は
鑛
石
其
の
物
の
內
に
存
す
る
內 

部
的
の
も
の
に
し
て
、他
は
次
の
如
き
理
由
に
因
：る
外
部
的
に
し
て
直
つ
偶

#

的
の
も
の
な

J
 

と
0

'而
し
て
彼
れ
は
後
者

?:
動
し
て
金
剛
石
の
價
値
を
滕
貴
せ

■し
む
る
場
合
を

.救
へ
て

(

ご
興 

の
產
國
に
於
け
る
採
取
の
禁
止
せ

&

る
、
場
合
、

(

一0

M

に
於
て
其
の
資
本
を
拋
下
す
可

§

、
M
 

に
有
利
な
る
貨
物
存
す
る
が
故
化
、商
人
が
之

.を
輸
入
せ
ざ
る
場
：合
、

(

謹

亂

.に
對
す

-5
恐
怖
に 

由
ぅ
て

1
3命
配
流
の
人
々
に
取
ぅ
生
活
の
資

*

る
可
ぐ
買
占
め
ら
る

>場
合
、及
び

(

四)

多
4

の 

士
女
か
美
裝
す
る

?:
要
す
る
大
主
俟
の
娘
儀
近
け
る
場
合
を
擧
げ

^

り
。

斯
く
て
璺
；
諸
気 

因
中
の
或

.る
者
が
世
界
の
一
部
に
於

.て
强
大
な
る
：時
パ

5
は
纏
.
.て
全
般

^

影
響
す
可
し
。

即
ち 

全
世
界
に
於

'け
各
大
，寶

.石
商
社

_互

R

相
知
み
、相
通
じ
、而

■し
て
著
名
な

6'
金
剛
石

.の
多
く

R

對

賞
十一

卷

(
一

四ニ七

)

論

說

サ

丨

*
キ
リ
ァ
ム
叉
チ
ィ
の
_
常
論

 

第

卜I

號

H
H



策
十
一
卷
：

.■(. 一

扭】

，一八)

論

...

說
.

サ
丨
。
'ヰ
v

r.t-
.ペ
チ
.

—

.の
'.國

富

論

 

■第
.
卜
 
ー
^
パ

H
J
.
:
.

し

て

は
乘
合
と
爲

り
、且
つ
之
が
賣

.買
に
.際
し
て
は
、大
，な
，る
，共
謀
及
び
，密
計
を

用
ゆ
る
が

故
に
、
 

若
し
金

_
'石
の
價
格
か

'波
斯
に

.於
て
著
し
く
騰
貴

す

る
時
は
、を
は
亦
英
國

R

於
て
も
歷
然
上 

騰
す
る
な
る
可
し
云
々
士
說
け
ぅ
。

.
扨
て
土
地
の
外
部
價
値

'は
：其
の
內
部
價
値
よ

6

も
之
を 

後
®

す
る
こ
と
遙
に
困
難
な

.̂
。，
是
、課
稅
に
際
し
て
實
際
に

' 
生
ず
可
き
問
題
な
ち
。
大

1

に 

於
て
土
地
の
外
的
價
値
は
三
ヶ
年
間
-に
於
け

る(

若
し
く
は
土
地
の
：上
に
生
ず
る

あ
ら
ゆ
る

偶 

發
的

.の
事
項
の

.囘
轉
す
可

^

溯
間
に
於
け
る

)

、總
て
の
：契
約

0-
'
平
均
を
求
む
る
に
由
$
て
之
を 

得
可
し
。
然
も
需
要
供
給
に
變
動
を
生
せ
し
む
る
諸
«
の
原
因
に
就
き
て
は
分
析
的
に
之
を 

考
察
せ
ざ
る
可

6

ず
ビ
做

せ

上

T
reat

i
s
e
.

H

ナ

1 .

頁)

。
彼
れ
は
愛
蘭
土
の
地
代
が

英
國
に
於
け 

る
よ

$

も
低
き
理

a

を
解

說
し
て

、

(
J )

叛
亂
、(

一
一

)

法
律
上
の
權
刺
の
不
確
定
，

(

三)

人
民
の
寡

少(

四)

财 

產
の
大

部
分
が
在
外
者
に
よ

-

て̂
所
有
せ
ち
る
、

Z
と
、及
び

(

•五)

司
法
■制
度
の
不

_

な
る
に
在 

ぅ

と

論

じ

た

支

同

書

一

一

十

.七

丨

八
頁)

。
 

. 
.

.
•

：

彼

れ

は

又

地

代

を

以

て

土

地

の

位

®
.
に

歸

せ

り
。

「
若

し

偸

敦

叉

は
ー
堪
隊
を
給
養
す
る
毂 

物

力

四

十

哩

の

彼

方

よ办
齋
さ
る

..可

き
も
の
と
せ
ば
、

偷

敦
の

r

哩

以

內
、上
記

軍
’隊

の

陣

營

內
 

に
生
ず
る

穀

物

は
其
の

自
然
價
.格
に
對
し

て
、之
，を

S

十
九

ii
の
間
、運

搬

す
る
の
费
用
に
相
當

す
る

,

を
.如
ふ
可
く
而

し
.
て
鮮
肉
、架
實
等
腐
敗
し
易
き
貨
物
に

.關
し
‘て
は
腐
敗
其
の
他
の

I 

險
に
對
す
る
保
險
，

'料
を
加
ふ
可
く
、樹
ほ
最
後
に

.彼
の

.地
に
在

.々
て

(

例
；へ
ば
旅
宿
に
在
ぅ
て

)

是 

れ
等
の

も

の
を
食
す
る
者
に
對
し

.て
、は
家
賃
、家
具
，陪
侍
、料
理
.人
の
技
術
及
び
之
に
陪
從
す
る 

其
.の
勞
働
等
、總
て
の
殷
末
な
.る
用
意
を

も

加
へ
ざ
な
可
ら
ず

」

。
尙
：ほ
又
、入
ロ
稠
密
な
る
場
所 

に
近
土

.地
の
地
代
は

.遠
隔
の
地
に
比
し
、同
所

R

土
地
を
有
す
る
の
，快
樂
及
び

.名
#

に
.由
ム 

て
增
加
す
可
し

(Treatise.

三
十
頁

)

。
.要
之
、各
國
に
於
け
る

.地
代

.は
其
の
人
民
の
政
治
的
、自
然
的 

■

及
び
宗
敎
的

.意
見

U

從

0

て
興
る
所

ぁ
る

可
き

な

支
同
書
，三
十

一
一
頁)

。
商
工
.業
の
發
達
は
地 

代
を
下
降
せ
し
む
可
し

(
P
O
L

 

A
r
i
t
h
m
e
t
i
c
k
.

三
十
四
頁

)

。

然
れ

.ど
も
：斯
く
の
如
き
は
眾
に
ー
時 

の
現

1象
に

M

l
t'
。
即
ち
都
市
に

.居
住
す
る

—

.人

.民
の
貨
物
消
费
高
增
加

.す
可
き
が
故
に
、穀
物

. 

に
對
す
る
需
耍
の
，增
加
は
其
の

'價
.
|
を
增
加
せ
し
め
、延
い
て
地
代
を
‘も
騰
貴
せ
し
む
可
し
同 

擊
七
十
三
頁

)

。

鮮
ー

I

種
の

.所
得

/a
る
利

.子
に
關
す
る

Petty 

.の
意

-見
.は
、吾：人

‘.曾
て

「

•へ
チ

.

ィ
.

の
貨
幣
論

」 (

下
，)

中
に 

於
て
論
じ
た
る
を
以
て
、再
び
玆
に
之

-を
赘
せ
ず
。

彼
れ
は
.旣
述
の
如

. 

< 地
代
を
說
明
す
る

-
に
當
办
、勞
銀
に

.關
說
し
て
人
が
其
の
勞
働

|に
ょ

A
V

好
十
ー
卷

(
一

四ニ
.九)

論
：：

P

.サ
1
*牛リアム

i

テ
_ィの國富

.論
' 

.第十一

號

H
TL
.



^
■f* 

一̂

(
一

E-
一ご
o)

論
' 

說
サ
ー

.®ヰ
V
^
A•
.
ベ
チ
ィ
■の

國

富

論
：
.，

第

十

，一.虎
；.

三」

、
'

て
生
せ
し
め

^

る
土
地
の
自
發
的
生
產
，力
の
增
加
ょ
ぅ
來
る
も
の

.に

し

て

、
又

.之

に

等

し

き

も
 

の
な

3

と
謂
へ
支

P
O
L

 

A
n
a
t
o
m
y
*

六
十
四
頁

)

。
而
し
て
彼
れ
は
煢
働
の
單
位
た
る
各

0

、
の
價 

値
を
愛
蘭
土
人
に
對
し
、奴
隸
の
平
均
價
格

.为
る

+'
.
五
.磅(

成
.年

一

一

十

五

破

、
幼

年

五

破

)

に

侬

ク

て
 

表
示
し
た
る
こ
ど
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も

(

同
書
ニ
十
一

.頁)

、英
國
民
に
對
し
て
は
延
に
，正
確
な
る 

箅
&

法
を
用

a

た
り
。：日
く

「

英
國
の
人

.民
は
其

’の
數
六
西
邁

^

し
て
、彼
れ
等
の
費
用
は

j

人 

:

七
磅

V
J

し
て
四
千
ニ
百
莴
な
ぅ
ビ

.想
定
し
、而
し
て
又
地

.代
は
八

.百
萬
♦全
動
產
の
利
得
は
軍
に 

八
西
；海
な

^-
マ

」

せ
ば
人
民

♦の
，勞
働
は
獲
餘
の
ニ
千
六
瓦
萬
を
供
給
せ
ざ
る
可
ら
ず
、之
に
二
十 

.を
乘
ず

.る
時
は

(

人
類
の
全
體
ば
土
地
と
等
し
く

 

ニ
十
ケ
年
赋
購
入
に
價
す
る
を
以
て

)

全
人
民 

の
價
値
：は
五

億

ニ
千
萬

V
J

爲
る
可
し
、此
の

數

を
六
百
萬

?:
以
て
除
す
る
時

.は
^

女
•及
び
兒
栽 

の
各
個
を
評
價
す
可
き
‘八
十

破
.餘
を
得
可
く
、面
し
て
成
年
に

對

し
七
は

其

の

二
倍
を

箅
し
得 

可

*L
Jと
誓
三
十
ニ
頁
。
是
を
以
，て
吾
人
が
前
に
揭
げ
た
る

V
e
r
b
u
m

 

S
a
p
i
e
n
t
L

の
推

^

V
J
J
t
p

 

せ
ば
多
少

:

の
相
異
あ
る
を
發
見
す
可
し
。
同
書
七
茛
以
下

s

o

而
し
て
彼
れ
は
偶
々
勞
銀 

V
J

地
代

.

V
J

が

反

：對

.に

高

低

す
可
&

>
注
意
し
、勞
猶
賃
鈒
.が
收
益
忙
對
し

'1
:

有

す
る
割
合
を
增 

力
せ
ば
地
代
味
必
然
減
少
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
を
例
示
せ

A
p
o
l
. 

Arithmetick

•
三
十
四
頁

)

。
彼
れ

い
_
a
a
i
;
^
t

ri
:
:
:
i
^
^
l
^
^
^
^
^
^

1̂

^
r.
=
^
N
r
,
:
u

」

、
t-
e
.>
Jfg
f
^
i

」

-I:
:
メ
^
;̂!
- 

■
L
U
^

—

la

m

.J
^
-
^

靈

、
-
vr;,
;
:!'
•
ハ
.:-i
 

:
,
k'

は
又

「

勞
«

の
惙
格
を

«

定
.せ
し
め

ざ

る
可
ら
ず

」

ミ
稱
し

て
、
勞
銀
の
：法

^

を
稱
讃
し
、這
の
法
制 

を
遵
奉
せ
ず
又
は

.之

k

し
て
時
代
の
推
移

R

順
應
せ
し
め
..ざ
る
は
國
民
の
庳
業
を
進
步
せ
し 

'L
可
き
糸
て
の

^

カ
に

0

し
て
有

ft
な
る

'̂
の
な
う
ど

.
做

*

り(Treatise.

三
十

H
K_
Iq
M)

o 

.

.
羅
莧
ず
る
に
彼
れ
が
興
味
は
勞
働
者
の
總
數
の
上
に
在
う
て
、其
の
谷
個
の
差
違
に

.
存
せ

.ず

， 

近
代
的
意

_

に
於
け
る
分
配

.の
問
題
は
遂

R

彼
れ
の
硏
究
に
上
ら
ず
し
て
終
れ
う
。

如

何

に

 

彼
れ
と

R
i
c
a
r
d
o

 

V
J

の
類
似
を
說
く
に
努
む
る
者
ビ
雖
も

Wevan 

九
十
八
贾
參
照)

、此
の
點
に 

て
彼
れ
等

雨

*

のa
s

に
存
す
る
重
大
な
る
相
違
を
看
過
す
る

?.
と
能
は
：ざ
る

■可
し
。

Petty 

如
何
に
■
し
て
國
家
を
富
强
な
ら
し
む
可

&

や
の
聞
®
を
提 

個
人
主

^

的
見
地
ょ
、

し

て
冷

然

當

時

0
.經
.濟
的
現
象
を 

未
.だ
P

SVJ
の

時

代

に

於

て

發
生
す
る
听
あ
ら
ざ
う
し
な

b
へ 分 げ

| 祈 て

$ せ 立
十 ！） %
月 ' ° 、

| 裳. 穿

I に a 
w 分 0

配 は  
の 純  
問 然
題 1Z
は る は 於

I
十一

卷

(

l
n
-H
l)

^

P

サ
—
©ヰ
；リ
ア
ム
；©
ペ
チ
イ
の1
富
^

笫

十i

號
.
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